
事 業 報 告 書

令和 ６ 年 ４ 月 １日から  

令和 ７ 年 ３ 月 31 日まで  

１．事業活動の概況に関する事項

（１）事業の概要

令和６年度の県下ＪＡ信用事業においては、生活資金の対応力強化に向けた支

援策として、住宅資金新規実行奨励の継続等に努めた結果、県下ＪＡローン残高

は 235 億円増加（前期比 +2.9%）し、8,342 億円となりました。 

このような状況下、当センターでは県域保証機関の役割分担見直しにより平

成 30 年度から段階的に新規保証引受を停止しておりますが、既往案件に係る条

件変更等の保証審査・代位弁済引受に注力しつつ、ＪＡの審査・管理に係る相

談支援、事例を交えた個別研修実施によるＪＡ融資担当者のスキルアップ支援、

延滞管理を徹底した回収強化・求償権残高圧縮による資産の健全化などに取り

組んでまいりました。 

以下、事業の概要について報告します。 

①  債務保証の状況

令和６年度の新規保証引受(当座貸越を除く)は、リリーフローンリファイナ

ンスを主に 46 件（前期比▲25.8%）、446 百万円（同▲2.8%）となりました。 

一方、期中の償還は 1,669 件、23,256 百万円となったことから、期末の債

務保証残高は 21,476 件（前期比▲7.0%）、268,283 百万円（同▲7.8%）とな

りました。 

②  再保証の状況 

債務保証のリスク軽減を図るため、全国農協保証センターに再保証を行な

っております。期末の再保証残高は 17,198 件（前期比▲6.6%）、232,967 百

万円（同▲7.2%）となり、再保証付保率は 0.6 ポイント上昇して 86.8%となり

ました。 
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③ 代位弁済及び求償権の回収状況 

令和６年度の代位弁済は、住宅資金 6 件、生活資金 5 件の減少により、７

件（前期比▲61.1%）、75 百万円（同▲52.8%）となりました。 

一方、求償権の回収につきましては、早期面談督促や担保処分、法的対応

及び外部回収委託等による回収強化に努め、任意売却７件（65 百万円）、競売

２件（18 百万円）等を実施した結果、元金回収金額は 148 百万円となりまし

た。 

また、償却は、回収委託案件を中心に長期間返済がなく、今後も回収困難

と判断される案件について計画的に償却を行い、破産等の債権と合わせ73件、

256 百万円償却した結果、期末の求償権残高は、300 件（前期比▲23.1%）、

1,099 百万円（同▲23.0%）となりました。 

なお、債務保証残高に占める求償権残高の割合は、前期を 0.09 ポイント下

回る 0.40%となりました。 

④   県域保証機関の今後の方向性等についての検討 

当保証センターの今後の方向性等については、他県センターの動向調査等

を定期的に行うとともに、将来に向けた「資産健全化」に重点をおき、求償

権残高の圧縮に取組みました。 


